














― Abstract ― ??



































































　『平家物語』が何のために作られたか、誰のために作られたか、どのような場で作られたか、といった問題を考える時、 「物語の陰の主役」と言われる後白河法皇の存在は無視できない。物語が彼をどのように描いているか、また、どのように評価しているか、 の性質を見定める際の重要な論点の一つである。　当然ながら、 『平家物語』の後白河法皇については、これまでに多く
の論がある。物語を丹念に読解する方法や 日本史学の成果を踏まえつつ、他の史資料が伝え 後白河法皇像と比較する方法がとられた。それらを踏まえた上で、 『平家物語大事典』は「物語は、院に対して時に批判的でありながら、おおよそ院の立場に寄り添って事件を語る」とまとめたの る。今のところ、 『平家物語』は後白河法皇に対して時に批判的だが基本的に肯定的 ある と理解しておけば大きく誤る
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さまざまな階層の人々の請に応じ 多様な人脈 場の中で活動していることをよく示している。このうち、何篇かの表白に後白河 出る。　
その一つは藤原修範のための表白である。修範は堂舎建立とそれに













な頼朝像が法会を通して世間 流通していったこ 間違いない。このほか、菅原在茂については、今日このような大善を催すことができるのは、天満天神の恩、後白河法皇の恤、善友の勧めがあっ のことであ と澄憲は述べている。その め、功徳の一部はや り後白河皇に捧げられている。　
澄憲の活動、人脈の中心には常に後白河法皇がいた。さまざまな
人々が催す仏事法会を後白河 庇護・恩徳によるも とし、また、後白河法皇の恩徳に報 ため もの する。そ こと澄憲は しばしば行っていたと予測されるのである。　
このように、後白河法皇とは無関係に行われたように思われる仏事




























の理を深く思し食し取りて、年月を隔つれども、昨日今日の御別れのやうに思 食 て、御涙も未だかわき あへず。此の御歎きさへ打ちそひぬるぞ申す量りなき。近く召し仕はれし輩 むつまじく思し食しし人々、或は流され、或は誅せられにき。今は何事にか御意をも休めさせ給ふべき。
































乱で命を落とした人の霊魂が問題であった。反逆者を生み出し、国を戦渦に巻き込んだ責任は法皇にある。亡魂に不安と怖れ 感じ、それが浮かばれるよ に供養を営む法皇の姿も弁暁の唱導資料に描かれる。法皇は死者の霊魂が悪鬼・怨 となっ 禍をなすことを阻止 ようとした。と同時に、法皇は、それらを寄せ付けない力を手に入 る努力をしていた。唱導 よれば、世を乱す存在は、天魔・魔縁・悪鬼・邪神・怨霊である。天魔・魔縁はもともと仏法に障碍 為 存在であったが、平安時代末には怨霊と同一視さ 、人に取り憑 て、王法と仏法を破壊しようとする存在とみなされた。それら 対峙するためには、並一通りでない仏道修行が求められた。法皇が熱心 仏道修行したの 天魔 怨霊 退ける力を手 入れる め あった。弁暁の資料には、その成果を手にし、四天王寺で生身の釈迦仏のように拝される後白河法皇の姿があった。　
そして、このような法皇の姿も『平家物語』の後白河法皇像と重な
りあう。延慶本『平家物語』 「法皇御灌頂事」の章段は、熱心な 道修行により天魔を克服し、四天王寺で「金剛仏子の法皇」 、 「即身成仏の













ここで語られるのは、西方極楽世界の阿弥陀如来（本仏）と新造の阿弥陀如来像（新仏）とが顔を合わせ、法皇、および の国の人々を救済する手段を相語らう光景である。この後、澄憲は、世界最初 仏像とされる優填王の栴檀釈迦像（木 仏）が、忉利天から釈迦 生身 ）が降りてきた時に、宝階の下に跪いて礼拝し、生身仏と種々 対話を
??????? ?????????????????????
して、衆生の救済を託されたという物語（優填王釈迦造像譚）を語る。木像仏がまるで生きているかのように動きだし、生身の釈迦と対話する場面を語りながら、それと同じように、法皇の造立した仏像も西方の真仏と対話しているであろう 、澄憲は語ってみせる。
今又此くのごとく云ふべし。西方生身阿弥陀如来、此の木像阿弥陀如来と、互ひに敬儀を致し御しまして、西方真身仏は仰せ候べき様、我浄土の真身たりと雖も、只今法皇に見みへ奉ること能はず。汝形像たりと雖も、面 法皇御本尊たりて見え奉り給へば法皇百廿年娑婆に在る間は、汝が利益我に勝れり。我は敬田院西門に冥に影向すと雖も、顕れて見え奉らじ。利益既に勝劣有り。感応亦隠顕有り。故に、先き立ちて道場に帰り給ふべし、道場に住し給ふべしとや、仰せ候らん 覚え候ふなり。故 、此の形像当時は西方真仏に勝れ奉り給ふべし こそ覚 候へ
このような想像上の光景を法会の場に出現させることで 新造 阿弥陀如来像は単 る仏像ではなくなる。法皇とこの国の衆生を救済する力を持つ、生身の仏像が出現するのである。それは澄憲 唱導の言葉によって生み出されたのである。　
生きた仏像を生み出す澄憲の営みはさらに進んで、法皇自身を生身











填王像へ、さらに優填王像から法皇へ、法が付属されたということである。人々を救済する力が、時代と地域を越えて継承 ていくことが示されている。このような澄憲の言葉により、後白河法皇自身が生身の仏と同様の存在となる。この時の法皇は四天王寺で灌頂を受けた金剛仏子の玉躰でもあった。生身の仏としての は 清涼寺釈迦像から末世の衆生を救う力を付与 れ ことで完成する。それを唱導という営みを通して実現したのが澄憲であった。　
前節で確認したように、弁暁は仏道修行により天魔を退け、生身の































性である。ただ、どちらで考えても、現存の『平家物語』を全て説明することはできないと指摘し、第三の「鎮魂」を考えてみることが必要だとしている。それは、 「威圧・説得の である。例として、建久八年（一一九七）の源親長敬白文があげられている。ここでは清盛が行った南都焼討や法皇幽閉を批判しているが、趣旨は平家批判なく、恨みや悲しみを含んだまま戦乱で命を落とした軍兵の霊 鎮めることにある。その方法は、死者達 説得することである。すなわち、平家側で戦ったのは国家に叛く悪事であったのだから、源頼朝に討たれたのはしかたのないことだった 、 に死 納得させようとしている。その上で、頼朝体制はその罪を寛大な立場から恕すと宣言することで、怨み 連鎖を断ち切ろう する。佐伯氏はこ ような敬白文の構造は『平家物語』とよく似ていると言う。 『平家物語』は清盛を徹底的に批判す が、滅びゆ 平家 人々に対しては、滅び 当然のこととしつつもその罪を追及せず むしろ救済を描い いく　
第三の「鎮魂」を提案する佐伯氏の方向性は、唱導から『平家物語』










































































橋光男氏の研究（ 『後白河法皇』講談社選書メチエ、 九九五年）に言及している。棚橋氏は民衆をとらえる高度な文化の政治性を後白河が生み出していたと考えていた。美川氏は、棚橋氏の研究を受け、 「いったい後白河は民衆をとらえ たのであろうか。なぜ 後白河 もとで内乱が激しさを増 たのだろうか」という疑問のものに著書を執筆した。以下、本
































面」の報告（二〇一七年六月二十四日、於名古屋大学） 、金沢文庫 催運慶展シンポジウム「運慶と東国の宗教世界」 （二〇一八年二月十八日、於横浜市立大学）で報告を行った。詳細は別稿を用意している。
＊
?? 『称名寺聖教
　
尊勝院弁暁説草
　
翻刻と解題』 （前掲）による。分類番
号三三六函一一四号三七。訓み下しにし、表記をあらためて引用した。
＊
??
延慶本『平家物語』の引用は汲古書院の影印版により、表記をあらた
めてある。
＊
??
本節の内容は、 「表白論の射程
―
寺社文化圏と世俗社会との交錯」 （前
掲）で述べた内容の一部である。
＊
??
分類番号三三六函一四号。この帖については、渡辺匡一氏（ 「後白河院
と四天王寺
―
金沢文庫蔵唱導資料「弁暁草」から
―
」 『仏教文学』二
十五、二〇〇一年）が論じているのを参照できる。
＊
??
本節の内容は、 「天下乱逆をめぐる唱導
―
弁暁草と延慶本『平家物
語』
―
」 （前掲）で述べた内容の一部である。また、関連する論考とし
て、牧野淳司「後白河法皇の王権と平家物語」石川日出志・日向一雅・
吉村武彦編『交響する古代
　
東アジアの中の日本』東京堂出版、二〇一
一年がある。
＊
??
第五之五「天王寺御逆修第七日讃歎阿弥陀」 （ 「於天王寺讃嘆之
後白川院
」 ） 。
金沢文庫の紙焼き写真に拠り、訓み下し、表記をあらためて引用した。
＊
??
永井義憲・清水宥聖編『安居院唱導集
　
上巻』角川書店、一九七二年
による。
＊
??
弁暁・澄憲が園城寺・興福寺の唱導僧とも連携していることは金沢文
庫保管『転法輪鈔』後白河院帖から確認することができる。
＊
??
佐伯真一「 『平家物語』は鎮魂の書か」松田浩・上原作和・佐谷眞木
人・佐伯孝弘編『古典文学の常識を疑う』勉誠出版 二〇一七年
＊
??
たとえば、弁暁がいかに後白河法皇を擁護し、死者たちに死を受け容
れさせる論理を展開しているか、そ 端は「天下乱逆をめぐ 唱導―
弁暁草と延慶本『平家物語』
―
」 （前掲）で触れた資料からも見て
取ることができる。
